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1.改定プロセスの概要
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改定内容

FSC-STD-40-004

CoC認証 

FSC-STD-40-003

複数サイトの

CoC認証

FSC-STD-40-007 

回収原材料の調達

FSC-PRO-40-003 

国内グループCoC資格基準の策定

FSC-STD-20-011

CoCの評価

FSC-PRO-20-001

CoCにおけるFSCの価値

観と労働安全衛生に対す

る組織のコミットメントの評

価

4 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定

認証機関対象 認証取得者対象



CoC改定のスケジュール

2023年7月

構想段階の開始 

2024年Q3

構想段階のコンサル

テーション

Q1 2025

ワーキンググループの

設立

Q3 2026

草案段階終了

2027年7月1日

発効日

Q3 2025

第１草案に関するコン

サルテーション

2027年1月1日

公開

Q1 2026

第２草案に関

するコンサルテー

ション

Q4 2024

ToRの最終決定と構

想段階の終了
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反映されるべき動議

動議28

CoC認証手順における

特定された問題を改善

することにより、小規模

企業に対するバリューチェ

ーンの障壁を克服し、参

加を拡大する。

動議50

労働者へのアクセス権に

関する政策動議

動議51

労働者が労働安全衛

生代表を選出する権利

に関する方針申し立て

動議55

CoC認証を通じた認証

された組織および製品に

関するシステムの透明性

の向上
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構想段階報告書のトピックス

1.規準文書の構成

9.グループおよび

マルチサイト認証

6.複合材料

2.FSC表示 4.労働要求事項

7.外部委託

3.木材合法性についての

要求事項

8.「小規模企業」 

- 動議28号

12.規準要求事項内の

ガイダンス

14.FSC-PRO-20-001 V1-1：

FSCの価値観及びOHASへのコミッ

トメントに関する手順

5.製品グループと管理シス

テム

13.FSC-STD-20-011：

認定要求事項

11.FSCの取り組み10.回収原材料と循環性

附属書1 - CoC基準改

定の主な意図する成果

このウェビナーで完全にカバーされているトピック

このウェビナーでカバーされていないトピック

このウェビナーで部分的に取り上げられるトピック
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トピック項目に至るまでの経緯

CoC

ワークショップ

レビュー

報告書

コンサルタントからの報告

インタビュー

（グループマネージャー）

構想段階報告書

動議28についての

アンケート

CoCレジストリの中の規格変更

の提案（Co変更Cログ）

内部1:1

機関利害関係

者
ASI報告書

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定10



2.改定への取り組み

9

FSC／ジョナサン・ペルー
ジャ

構想段階報告書のセクション2、11、5



FSCのITにおける取り組み

モジュラー・アプローチ

• 要求事項のデジタル化

• 認証範囲に応じて「カスタマイズされ

た」基準の作成

• ユーザー・プラットフォーム？(一元管

理され、他のFSCプラットフォームへ

のリダイレクトが可能) 

• コンサルテーション／文書公開の通

知を受け取る

成果

• ユーザーとのインタラクション、ユーザー

からの理解、参加が向上する。

• すべての企業に関連するが、特に小

規模企業に対応したものになってい

る。10

• 取引情報の検証 (1.9)

• 供給者情報（2.1）

• 供給者の検証とその範囲（2.2

）

• 収支記録（4.2）

• 年間数量集計 (4.4)

• FSC 管理木材の FSC認証顧客

の特定（一部 5.6）

「自動的な」適合

• 必須フィールドと任意フィールド

使用は任意（CHs）だが、範囲に含
まれる場合は必須となる。

CH + CBの要求事項

FSC Trace（旧FSC ブロックチェーン）

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



FSC表示

11

100％回収原材料から成

る製品のFSCミックス表示

ADVICE-40-004-17により許

可される。

現行のメッセージングによる誤

解／誤解を招くリスク

FSCリサイクル＋FSC CW

現在、トランスファーシステムで

FSC認証としてのアウトプットは

不可能

FSC管理木材をアウトプット表

示として検討

FSC CFMの表示への寄与 FSCミックス／リサイクル表

示の合理化

FSC管理木材と管理型森林

管理(CFM)からの木材との差

別化

FM認証に向けた取り組みの

評価

FSCミックス/リサイクル・クレジ

ットをFSCミックス/リサイクル

100%とする

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



国境を越えたクレジット／パーセンテージ・システム

12

複数の物理的サイトで共有するクレジットアカウントの開設／パーセンテージシステムの適用 

第10.4 c)項および第11.3 c)項
により、同一国またはユーロ圏
内の複数の拠点でクレジット/
パーセンテージ量を共有すること
ができる。

現在の状況

FSCシステムの発展に貢献する

中央管理型収支システム構築
の複雑さへの懸念

パイロット・プロジェクト開始

組織は、複数のサイトでクレジットやパーセンテージ
量を共有することができる：

✓ 同じ国  

✓ カナダとアメリカ

✓ 欧州経済領域（EEA）の非ユーロ圏およびユ
ーロ圏諸国

変更の提案

構想段階報告書
第5.2節

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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3.複合材料
構想段階報告書第6章



中立原材料はどのように計上すべきか？

14

FSC認証部品と区別できない中立原材料を含む製品

ADVICE-40-004-15：FSCミックスの表示／ラベルのみ（誤解

を招く表示のリスクへの対応）

 

天然ゴム30％（FSC）

70% 合成ゴムと金属（中立原材料） 

a) ADVICE-40-004-15を維持

b) ADVICE-40-004-15：FSC含有率がx%未満（例：30%

未満）の場合のみ。

c) 製品内のFSC内容物／パーセンテージを明記（販売書類お

よびFSCラベル横）

d) その他？

 

現在の状況 解決策案

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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リスクベースの評
価と遠隔監査4.労働問題と会員動議50&51

© FSC / バブル・シン

構想段階報告書の第4節と第13節



CoC認証規格（STD-40-004)の更新案

• 児童労働：開発途上国のための調整（ILO）

• 強制労働：追加指標（ILO）

• 差別：「同一労働同一賃金」への言及

• 労働安全衛生(OHAS) を中核的労働要求事項の第7項とする

• 指示書（附則D）の修正  例：外部委託

• 自己評価におけるデータ収集（例：労働者数、性別）
方針声明と自己評価

• FSC中核的労働要求事項：OHASを含む最新情報に更新

• 差別：ジェンダーの追加

• 雇用と職業：採用

会員の動議

一般要求事項

16

用語と定義

• 動議50：労働組合の労働者へのアクセス権

• 動議51：労働安全衛生(OHAS)の代表選出

外部委託契約 • 中核的労働要求事項を含めることを最低仕様とする

構想段階報告書 第

4.1節 

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



動議50

労働者へのアクセス権に関する指針動議

• 最初の要請で労働者へのアクセス提供

• 労働者の所在とミーティングスペースに関す

る情報

承認された会員動議を含めることが義務

付けられている

目的

労働組合に提供されたアクセスを通じて

情報を提供。 

• 7.5項（結社の自由）に「アクセス権

」を追加

• 追加的な注釈による明確化および/ま

たは用語と定義セクションにおける追

加

How (どのように)What (何） Why (なぜ)

17

構想段階報告書

第4.2節

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



動議51

労働者が労働安全衛生代表を選出する権利

に関する政策動議

• 最低4年ごとの定期選出。 

承認された会員動議を含める必要があ

る

目的

• 自由かつ頻繁に選出されたOHAS

代表

「中核的労働要求事項（CLR）」の新し

いセクションとしてOHASを盛り込む。

• 「職業上のリスクと労働者数」に基

づき期待される状態の詳細を示す。

• 例外的なケースに関する指針の提

供 ：選挙が不可能な小規模企業

など、例外的なケースについてのガイ

ダンスを提供する。 

How (どのように)What (何) Why (なぜ)

18

構想段階報告書

第4.2節

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



STD-20-011（CoCの評価）の改定案

• アドバイスノート（ADVICE-20-011-16）の基礎を取り

入れた業務委託契約の評価要求事項の盛り込み

外部委託評価要求事項の強化

19

• STD-40-004 の変更に合わせて、第 11 節「FSC 中核的労

働要求事項の評価」が強化された。

• FSC-PRO-20-001「FSC の価値観及び OHAS へのコミットメ

ントに関する手順」（「更なる証拠」についての要求事項を含

む）を盛り込む 

• CLRごとの評価指標に関するガイダンス（含む／分ける） 

構想段階報告書

第13.4項

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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5.サービス提供者と外部委託

© FSC / ミラン・レシュカ

構想段階報告書のセクション7と10



製品認証からプロセス認証へ

21

CoC認証は製品の所有と販売に主眼が置

かれており、サービスのみ提供する業者は考

慮されていない。

FSC管理システムを確立し、FSC認証へのコ

ミットメントを示すサービス提供者がFSC制度

に参加できない。

現在

サービス提供者の認証（製品もサービスの一

種と考える）

✓ 特定の要求事項   

✓ FSCデータベースの更新：明確な事業体

／製品グループ（製品製造業者／仲

介・流通業者から）

変更案

✓ 認証の適用範囲を拡大し、認証されたサービス提供を認める

✓ 検証された持続可能なサービス提供の促進

✓ 信頼と情報に基づく顧客の意思決定の強化 

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



リース・モデルの統合

• FSC認証製品は、 他者にリースされている

間も元の所有者の認証ステータスが維持

される。

• FSCの現在のCoC基準は、法的な所

有権の移転に焦点を当てている。

• 持続可能性を追求する社会の流れと

消費者の要望により、認証製品の継

続的な利用を促進するリース・モデル

への関心が高まっている。

• product-as-a-service「サービスとして

の製品」認証オプションの追加。 

• リース期間中にFSC認証ステータスを

維持するためのガイドラインの策定

How (どのように)What (何) Why (なぜ)

22 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



再委託 

再委託（加工）は禁止

• 現在の慣行と合っていない？

• CH-CHは？

• 加工だけに適用するか、それともあら

ゆる活動に拡大するのか？ 

• 再委託先CHを特定すべきか？ 

• FSCはこの三者協定を管理すべきか

？

現在の状況 皆様への質問

13.4組織は各非認証取得委託先と、委託先に少なくとも以下の事項を要求する外
部委託契約を結ばなければならない：
(...)
c)いかなる加工の再委託もしない

23 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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6.回収原材料と循環性

© FSC Canada/Jérémie Leblond-Fontaine

構想段階報告書の第10節



検討中の回収材と循環のトピック

25

現在、未使用回収木材はFSC-STD-40-005に基づく管理原材料としてのみ調達が可能である（原

産地のトレーサビリティが非常に困難であると考えられる）。 

ポストコンシューマー回収原材料として検討。

未使用回収木材

（サルベージ材）

寿命を全うした都市の樹木や、生命や財産に危険を及ぼすために伐採された樹木。

ポストコンシューマー回収原材料に追加。都市廃木材

未使用のFSC認証製品を回収/返却する循環型ビジネスモデル。 

顧客は未使用の製品を返却することができ、製品は再販される。回収

所有権の法的移転を超えた解決策。FSC認証された製品を、元の所有権を保持したまま他者にリー

スする。リース

?
修理と再利用

FSC認証製品の修理と再利用の選択肢と、再利用表示の導入の可能性。  実現可能性と市場の

関心を判断するため、更なるコンサルテーションと分析を行う。 

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



FSC規格への回収/返品の統合

• 未使用のFSC認証製品を引き取

って再販する循環型モデル。

• 返品された製品をFSC製品グルー

プで管理できるようにする。

• 規格には、回収/返品モデル

に対する要求事項は含まれて

いない。多くの組織で実践さ

れている可能性

• FSC認証が回収/返品を伴う

ビジネスに拡大する機会

• 返品のトレーサビリティと適格

性に関する要求事項を含むよ

うに基準を改定

• 製品の認証ステータスが維持

されていることを文書と検証に

より確認する。

26 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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都市廃木材の回収原材料としての利用

都市廃棄樹木とは、寿命を全うした

樹木、自然現象によって倒れた樹木、

生命や財産へのリスクがあるために

伐採された樹木

現在はFSC制度から除外されて

いるため、管理対象外。 

循環性を促進し、埋立廃棄物の

を減らし、森林への伐採圧を減ら

す機会。

• ポストコンシューマー回収原材料

としてのFSCシステムへの追加の

可能性 

• 適格性を判断するための要求

事項を作成し、関連するリスク

を軽減する。

27 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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未利用回収木材（サルベージ材）の回収原材料としての認知

暴風雨による倒木、海岸に漂着した

丸太などの未利用回収木材（サル

ベージ材）は、FSC-STD-40-005 に

基づく管理原材料としてのみ調達で

きる。

サルベージされた木材の原産地を

追跡することは、時として現実的

ではない。  そのため、FSCシステ

ムからはほぼ除外されている。

未利用回収木材（サルベージ

材）をリスクに基づくアプローチに

よって、ポストコンシューマー回収

原材料として扱うことを検討

解決案現在の状況 課題

28 概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



修理と再利用

• FSC認証製品の修理と再利用を

促進する解決策。

• EUのグリーン・ディールなど、進化

する法規制に後押しされる循環

型のコンセプト

• 現在のCoC規格は、製品の

修理や再利用の取組みが考

慮されていない。 

• 修理・再利用される製品の検

証・管理に関する要求事項の

設定

• 「再利用」表示の導入？

29

検討中のコンセプト、普及と需要を判断するための実現可能性調査

及び市場調査（パイロット・テストの可能性）

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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7.FSC-STD-20-011：
認定要求事項(認証機関対象）

構想段階報告書の第13章



リスクに基づく評価 

高リスクのサプラ

イチェーンに対する

年次維持監査

免除なし

グループおよびマルチサイ

トのサンプリング方法の

変更

リモートとハイブリ

ッド監査

3.3項の高リスク・サプライチェー

ンに関するオプションの削除-

報告書11.4項
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Covidとウクライナにおけるリスク

に基づく評価の特例にも同様の

アプローチを用いる

グループおよびマルチサイトの監

査サンプル数の増加
概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



グループおよびマルチサイトのリスクに基づく評価（監査） 

グループおよび

マルチサイトの

評価 - サンプリ

ング手法

サンプル数の算出方法の見直し

リスク指数を算出するための新たなリスク因子

カテゴリーの追加（高リスクのサプライチェーン、

FSCトレースなど）。
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既存のリスク因子によるスコアの見直し

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定



リスク因子 スコア 評価スコア

所有権
全参加サイトが共通の所有権を有する 0.1

参加サイトは共通の所有権をもたない 0.2

認証規模

参加サイト数 0～20 0.2

参加サイト数 21～100 0.3

参加サイト数 101～250 0.4 0.5

参加サイト数 >251 0.5 0.6

> 400以上の参加施設 0.6

認証本部のパフォーマ

ンス

前回監査で本部に対するCAR発行なし 0.1

該当なし（過去の監査なし） 0.1

前回監査では軽微なCARのみ 0.2

前回監査における重大なCAR1～2件 0.3

前回監査で重大なCARが3つ以上 0.4

評価タイプ

年次維持監査 0.1

更新審査 0.2 0.1

本審査 0.3

新たな参加サイトを認証に含めるための監査 0.3

高リスクのサプライチ

ェーン

参加サイトにFSCの完全性に対するリスクが高い種も含まれている 0.2

FSCの完全性に対するリスクが高い製品を範囲に含む参加サイト 0.2

⼈権状況のリスクが高い国にある参加サイト 0.3

FSCトレース
参加サイトはFSCトレースを使用 0.1

参加サイトはFSCトレースを使用しない 0.2

合計（R = 評価スコアの合計） ∑

改訂版 

リスク指数表
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グループおよびマルチサイトのリスクに基づく評価 

各評価において、20％の

高リスクサイト／メンバーを

サンプル数に含める。

高リスクサイト／メンバー

1

2

改定版 リスク指数表

でサンプルサイズを決定

●
低リスクサイト／メンバー

●

各評価において、20％の

高リスクサイト／メンバーを

サンプル数に含める。

1

2

改定版リスク指数表で

サンプルサイズを決定

CBの

決定
より高

い数字
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グループ認証
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構想段階報告書の第9節



グループ認証

• フルタイム換算で15⼈以下の従業員

• 従業員（フルタイム換算）が25名以

下で、年間総売上高が100万米ドル

以下であること。

シナリオA：閾値を撤廃し、グループに参加するか、単独のCoC認

証を受けるかは、組織の判断に委ねる。

シナリオ B：AAF指針（FSC-POL-20-005)の 既存のAAF分類を

使用する。クラス2以下（年間売上高< 500万米ドル

以下）に該当する組織が、グループ認証の対象となる

。

FSC-STD-40-003 改定シナリオ案
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独自の国内グループCoC資格基準を持つ国々：
イタリア、フィンランド、アメリカ、カナダ、ドイツ、オーストリア

FSC-PRO-40-003a



コンサルテーションへの参加方法
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コンサルテーションスケジュール

コンサルテーション開始
2024年8月16日

ウェビナー（本部）
2024年9月4日

9:00 - 10:30 CETおよび16:00 - 17:30 CET

日本時間 16:00-17:30および23:00- 翌日0:30

ウェビナー（FSCジャパン）
2024年9月25日

13:30-15:00

コンサルテーション終了

2024年10月15日

スペイン語とフランス語への
同時通訳あり

ウェビナー（本部）
2024年9月25日

9:00 - 10:30 CETおよび16:00 - 17:30 CET

日本時間 16:00-17:30および23:00- 翌日0:30
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構想段階報告書

– 3ヶ国語に対応：英語、スペイン語、フランス語

– コンサルテーション・プラットフォームまたは改定版ウェブページからダウン

ロード可能。

フィードバックは、3つの言語のうち1つで行うことができます。

英語

英語

スペイン語

スペイン語

フランス語

フランス語

コンサルテーションへの参加方法

各セクションは2～10問で構成される；

参加者はすべてのセクションについてフィー

ドバックをする必要はありません；

https://consultation-platform.fsc.org/en/consultations
https://connect.fsc.org/revision-chain-custody-standards
https://consultation-platform.fsc.org/en/consultations/take/c9b5db01083e52
https://consultation-platform.fsc.org/es/consultations/take/c9b5db01083e52
https://consultation-platform.fsc.org/en/consultations/take/cd637a5e12350


Webinar on Conceptual Phase Report Consultation - CoC Revision40

登録(初めての場合） ２回目以降
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Webinar on Conceptual Phase Report Consultation - CoC Revision45



46

継続的な関与の仕方

CoCの改定ページを見る

ワーキンググループ・メンバーへの応募

関心のある利害関係者フォームへの記入

CoCプロセスのページを見る

n.sasamoto@jp.fsc.org までご連絡ください。 

概念段階報告コンサルテーションに関するウェビナー - CoC規格改定
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Forest Stewardship Council®

FSC® Asociación Civil 

Calle Margarita Maza de Juárez 422

Colonia Centro,  Oaxaca, México, CP. 68000

Phone: +52 951 502 6533

Fax: +52 951 502 6594

FSC Asociación Civil © All rights reserved

FSC® F000100 

www.fsc.org

Forest Stewardship Council®

FSC® International Center

Adenauerallee 134, 53113 Bonn, Germany

T +49 (0) 228 367 66-0

F +49 (0) 228 367 66-65

FSC International Center © All rights reserved

FSC® F000100 

www.fsc.org

ありがとうございました

ご質問等はn.sasamoto@jp.fsc.orgまでお送りください。

mailto:ご質問等はn.sasamoto@jp.fsc.org
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